
安
全
衛
生
委
員
会

定
期
健
康
診
断

　
令
和
四
年
度
の
安
全
衛
生
委
員
が
以
下

の
通
り
選
任
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
従
業
員
の
安
全
衛
生
意
識
の

向
上
に
努
め
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
し

発
生
す
る
労
働
災
害
、
交
通
事
故
の
防
止
と

撲
滅
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
従
業
員
教
育
、労
働
環
境
の
整
備
、従
業
員

の
健
康
増
進
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
職
場

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
月
三
、
四
、
八
、
九
日
の
四
日
間
に
亘
り
、
本
社
に

お
い
て
深
夜
勤
務
者
を
対
象
に
定
期
健
康
診
断
が
実
施

さ
れ
、
112
名
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
法
令
で
は
、
一
般
の
職
務
は
年
１
回
、
深
夜
業
に
携

わ
る
者
は
半
年
に
１
回
の
健
康
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
当
社
で
は
二
月
に
長
距
離
運
転
手
・
交
替
勤
務

者
を
対
象
に
２
回

目
の
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に

も
喫
煙
者
の
方
は

禁
煙
を
、
再
検
査
等

を
指
示
さ
れ
た
方

は
遅
滞
な
く
受
診

し
て
、
治
療
・
生
活

習
慣
の
改
善
な
ど

で
自
分
の
健
康
管
理

に
積
極
的
に
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
・
総
括
安
全
衛
生
管
理
者

常
務
取
締
役
安
全
管
理
室
長
　
石
川
　
盛
二

■
本
社
委
員

安
全
管
理
者

工
場
部
長
代
理
兼
工
場
二
課
長
　
高
橋
　
健
二

衛
生
管
理
者

総
務
人
事
課
担
当
課
長 

 

松
森
　
明
久

委
　
員

輸
送
二
課
主
任 

 
 

川
上
　
浩
司

輸
送
三
課
第
二
係  

 

青
木
　
　
翼

工
場
三
課
第
一
係  

 

岡
田
　
秀
幸

■
四
国
中
央
デ
ポ
委
員

安
全
管
理
者

共
配
二
課
長 

 
 

森
　
　
龍
佑

衛
生
管
理
者

経
理
課
長 

 
 

秋
山
　
雅
之

委
　
員

共
配
二
課
第
二
係
長 

 

村
上
　
幸
広

倉
庫
一
課
長 

 
 

大
西
　
　
聡

倉
庫
一
課
第
三
係
上
級
係
長 

 

近
藤
　
智
和

　
一
月
二
十
九
日
に
工
場
一
課
が
４
０
０
０
日
、

二
月
十
八
日
に
関
西
支
店
が
５
０
０
０
日
の

無
災
害
を
達
成
し
、表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、部
署
全
員
の

安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、

こ
の
間
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。他
部
署
も
こ
れ
を
見
習
い
、

各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

表彰風景集合写真

工場一課　４０００日

連
続
無
災
害
表
彰

表彰風景集合写真

関西支店　５０００日

安
全
衛
生
の
広
場

安
全
衛
生
の
広
場
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輸送三課

平井　　聖

◆

準
中
型
免
許
　

10
月
22
日

共配二課

泉宮　正成

◆

大

型

免

許
　
　

12
月
７
日

問１　○　問２　○　問３　×
※ライトが重なるなど視界が悪い時
は、歩行者の手前で止まるのが最も
安全な方法です。また、他に歩行者が
いないか確認しましょう。決して歩行
者の横断を妨げてはいけません。

問４　○　問５　○　問６　×
　車両総重量（車・人・荷物などの
重さの合計）が 5.5トンを超える車は
通行できません。

問７　○　問８　×
　歩行者や自転車が横断しているとき
は、横断歩道や自転車横断帯の手前
で一時停止しなければなりません。

①　ａ 停止
②　ｂ 安全確認して
③　ｂ 絶対に進入しない
④　ａ 踏切非常ボタンを押す
⑤　ｂ 鉄道の係員等

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

　
十
二
月
十
五
日
に
工
場
三
課
が
３
千
日
の
無
災
害

を
達
成
し
、社
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、課
員
全
員
の
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、こ
の
間
の
皆

さ
ん
の
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。他
部
署

も
こ
れ
を
見
習
い
、各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

安全 第一安
全
衛
生
の
広
場
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安
全
衛
生
の
広
場

安全運転知識テスト
　高速道路の本線車道を80km/h

で進行しています。どのようなこと

に注意して運転しますか？正しい

ものに○を、誤っているものに×を

つけなさい。

　路面に雨水がたまっていて、ハイドロ

プレーニング現象を起こす危険がある

ので、速度を落とし、慎重に運転する。

　水たまりを走行すると、ブレーキドラ

ムに水が入り、ブレーキが効かなくなる

ことがあるので、ひんぱんに進路変更

して水たまりを避けながら進行する。

　左右の車の水しぶきで前方の視界

が悪くなる恐れがあるので、左車線に

進路変更して速度を落とし、水しぶき

の影響を受けないようにする。

　次の文章のうち、正しいものに○を、

誤っているものに×をつけなさい。

　右折するときの合図の時期は、右折

しようとするときの約３秒前である。

　横断歩道に近づいたとき、横断する

人が明らかにいないときは、そのまま

進むことができる。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

問１□

問２□

問３□

問４□

問５□

問６□

問７□

問８□

図1

図2

（このページの解答は30ページ）

　図２の標識は、この先にロータリー

があることを表している。

　消火栓、消防用機械器具の置場、火

災報知機から５メートル以内は、駐車

禁止場所である。

　普通乗用自動車の座席には、荷物を

積んではならない。

次の文の（ ）内に当てはまる語句を下

欄より選び、その記号を記入しなさい。

　交通事故があったとき、その車両の

運転者は、（　①　）車両等の運転を停止

し、（　②　）や、道路における危険を防止

する措置を講じなければならない。

　また、これらの緊急措置を行った

後、（　③　）に連絡し、交通事故の

（　④　）、死傷者の人数及びその

負傷の程度、事故に関わる車両等の

（　⑤　）、損壊した物及びその損壊の

程度、事故後に講じた措置等について

報告する義務がある。

① a,冷静になってから　b,直ちに

② a,負傷者の救護　b,現場検証

③ a,警察　b,道路管理者

④ a,過失割合　b,発生日時及び場所

⑤ a,積載物　b,ボディの色

安
全
衛
生
委
員
会

委
員
長
・
総
括
安
全
衛
生
管
理
者

　
常
務
取
締
役
安
全
管
理
室
長
　
　

石
川
　
盛
二

安
全
管
理
者

　
第
二
輸
送
部
長
代
行
　
　
蝶
野
　
智
也

衛
生
管
理
者

　
総
務
人
事
課
担
当
課
長
　
　

松
森
　
明
久

委
　
員

　
輸
送
三
課
長
代
行
　
　
　
高
橋
　
一
史

　
輸
送
三
課
第
二
係
　
　
　
田
中
　
　
護

　
共
配
一
課
第
一
係
上
級
係
長
　
　

友
近
　
大
輔

　
倉
庫
部
事
務
課
長
　
　
　
横
尾
　
寛
之

　
倉
庫
一
課
第
二
係
上
級
係
長
　
　

石
井
　
啓
一

　
工
場
部
長
　
　
　
　
　
　
石
川
　
隆
志

　
工
場
二
課
　
　
　
　
　
　
森
高
真
之
介

　
工
場
三
課
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
敦
士

　
令
和
三
年
度
の
安
全
衛
生
委
員
が

以
下
の
通
り
選
任
、
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
安
全
第
一
を
基
本
方
針

と
し
、
決
め
た
こ
と
・
決
め
ら
れ
た

こ
と
が
守
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
、
安
全
の

確
保
と
災
害
・
事
故
の
撲
滅
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
四
月
十
九
日
に
第
二
輸
送
部
が
千
日
の
無
災
害
を
達
成
し
、

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
に
亘
る
無
災
害
は
、
第
二
輸
送
部
全
員
の
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
他
部
署
も
こ
れ
を
見
習
い
、
各
々
の
連
続
無
災
害
記
録
の
伸
長

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

安
全
衛
生
の
広
場

安
全
衛
生
の
広
場
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